
4月13日～10月13日までの184日間、55年ぶりに大阪で万博が開催されまし

た。今回、その舞台裏で活躍された方々にお話を聞きます。レストランでの

パフォーマンスが話題になった「マレーシア館」と滋賀・京都・兵庫・奈

良・和歌山・鳥取・徳島・福井・三重の９府県の魅力を発信した関西パビリ

オンから、その様子をご紹介していただきます。

へー、そうだったんだ！2025万博の裏話
～マレーシアパビリオン、関西パビリオンより～

とき：12月4日（木）午後1時半～3時

ところ：コミュニティプラザ会議室1・2

参加費：無料 定員：25名

申込：協会まで電話、メールで受付

日下和美(くさかかずみ)さん
（関西パビリオン）

大阪市在住。摂津市には25年程住んでいま
した。これまで金融機関・病院・自治体等で
勤務致しました。
長年住んでおります大阪の地で国際博覧会が
開催決定したと聞いた時から自分も万博で何
か携わりたいと思い、シニアではありますが
アテンダント業務に応募。縁あって「関西パ
ビリオン」で勤務致しました.
講座ではつたない内容になるかとは思います
が私の体験談をお話させて頂きます。

主催：摂津市国際交流協会
〒５６６-００２１ 摂津市南千里丘５ｰ３５ コミュニティプラザ２階

TEL ０６－６３１９－６２５１ FAX ０６－６３１８－６００４

Email：office@settsu-saie.org （最寄り駅：阪急摂津市駅）

国際理解講座

参加費：無料

定員：25名

12/4 (木)
午後1時半～3時
摂津市立コミュニティプラザ

会議室1・2

櫻井麻奈(さくらいまな)さん
（マレーシアパビリオン）

初めまして。東大阪市に住んでいます。
6月末から10月まで、万博のマレーシアパビ
リオンのレストランで働いていました。週一
回、東大阪市の日本語ボランティアもしてい
ます。前職は日本人だけの環境で仕事をして
いましたが、万博で働いてからは毎日様々な
国の人と働くのが日常になり、世界が身近に
感じるようになりました。
今後も日本人と海外の人がコミュニケーショ
ンしやすいよう、力になりたいと思います。

写真：Expo大阪・関西万博 公式webサイトより

申込は協会まで電話、またはメールにて
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